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1. 2020年7月期の連結業績（2019年8月1日～2020年7月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年7月期 10,577 13.9 496 45.7 525 47.8 420 73.8

2019年7月期 9,286 27.4 340 △25.7 355 △24.3 242 △42.8

（注）包括利益 2020年7月期　　419百万円 （74.0％） 2019年7月期　　240百万円 （△43.6％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2020年7月期 99.03 ― 8.8 7.5 4.7

2019年7月期 56.96 ― 5.3 5.8 3.7

（参考） 持分法投資損益 2020年7月期 ―百万円 2019年7月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年7月期 7,756 4,930 63.6 1,160.07

2019年7月期 6,229 4,596 73.8 1,081.47

（参考） 自己資本 2020年7月期 4,930百万円 2019年7月期 4,596百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2020年7月期 847 △1,137 638 1,925

2019年7月期 341 △228 △354 1,582

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2019年7月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00 84 35.1 1.9

2020年7月期 ― 10.00 ― 20.00 30.00 127 30.3 2.7

2021年7月期(予想) ― 15.00 ― 15.00 30.00 34.6

3. 2021年 7月期の連結業績予想（2020年 8月 1日～2021年 7月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,906 △6.3 530 6.8 530 0.8 368 △12.4 86.80



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年7月期 4,250,000 株 2019年7月期 4,250,000 株

② 期末自己株式数 2020年7月期 97 株 2019年7月期 97 株

③ 期中平均株式数 2020年7月期 4,249,903 株 2019年7月期 4,249,903 株

（参考）個別業績の概要

2020年7月期の個別業績（2019年8月1日～2020年7月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年7月期 4,683 △4.1 152 △22.1 176 △17.9 185 67.0

2019年7月期 4,882 △8.4 195 △61.6 215 △58.1 111 △72.2

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

2020年7月期 43.70 ―

2019年7月期 26.17 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年7月期 6,714 4,573 68.1 1,076.15

2019年7月期 5,678 4,517 79.6 1,063.07

（参考） 自己資本 2020年7月期 4,573百万円 2019年7月期 4,517百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社
としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は、今後様々な要因により予想数値と大きく異なる可能性があります。なお、上記予想に
関する事項は、添付資料Ｐ．４「１．経営成績等の概況　（４）今後の見通し」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

　決算補足説明資料は、本決算短信とあわせて当社ホームページに掲載しております。



○添付資料の目次

 

１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………………………… 2 

（１）当期の経営成績の概況 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）当期の財政状態の概況 …………………………………………………………………………………………… 3

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 ……………………………………………………………………………… 3

（４）今後の見通し ……………………………………………………………………………………………………… 4

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 …………………………………………………………… 4

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 …………………………………………………………………………… 4

３．連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………………… 5

（１）連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………………… 5

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………… 7

連結損益計算書 …………………………………………………………………………………………………… 7

連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………………………………… 8

（３）連結株主資本等変動計算書 ……………………………………………………………………………………… 9

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………………… 11

（５）連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………………… 13

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 13

（表示方法の変更） ………………………………………………………………………………………………… 13

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 14

（１株当たり情報） ………………………………………………………………………………………………… 15

（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… 15

４．その他 …………………………………………………………………………………………………………………… 16

（１）役員の異動 ………………………………………………………………………………………………………… 16
 

- 1 -

ティーライフ㈱　(3172)　2020年７月期　決算短信　(連結)



１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当期の経営成績

 当連結会計年度におけるわが国経済は、堅調な企業収益と雇用・所得環境の改善を背景に、緩やかな景気回復基

調が続いたものの、米中貿易摩擦の長期化や不安定な中東情勢等の海外リスクに加え、新型コロナウイルスの感染

拡大に伴う国内外経済の停滞により足元の景気が急速に悪化するなど、先行き不透明感が一層強まってまいりまし

た。 

 小売・卸売業界におきましては、相次ぐ自然災害の発生や消費税増税に伴う消費マインドの低下に加え、新型コ

ロナウイルスの感染拡大に伴う自粛ムードの高まり等により、厳しい経営環境が続いてまいりました。通信販売業

界におきましては、外出抑制に伴う巣ごもり消費の高まりにより、特にＥＣ（電子商取引）の利用増加がみられた

ものの、生活様式の変化による消費動向には注視が必要な状況となっております。 

  このような経営環境のなか、当社グループ（当社及び連結子会社）は「将来の成長に向けた挑戦」をスローガン

に、「進化するウェルネス＆ライフサポート企業」を将来ビジョンとし、「差別化戦略の推進・将来に向けた挑

戦・強固な経営基盤の構築」を経営方針として掲げ、継続的な成長及び企業価値の向上に努めてまいりました。小

売・卸売事業においては、事業譲り受けによる医薬品販売のノウハウ吸収や機能性表示食品の開発等により独自

性・機能性の高い商品開発による差別化を進めたほか、グループ間における共通業務のシナジー向上や効率改善、

不採算部門の見直し等に取り組み、収益力の改善に注力してまいりました。また、プロパティ事業においては、新

たに静岡県掛川市に不動産を取得し、売上拡大に取り組んでまいりました。 

  この結果、当連結会計年度における売上高は10,577百万円（前年同期比13.9％増）となりました。

  損益面では、卸売事業における大幅増収、小売事業における広告宣伝費の運用見直し等により、営業利益は496

百万円（同45.7％増）、経常利益は525百万円（同47.8％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は、420百万円

（同73.8％増）となりました。

 

  セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

 

  なお、売上高については、セグメント間取引の調整後の数値であり、セグメント利益については、セグメント間

取引の調整前の数値であります。

 

  （小売事業）

  小売事業におきましては、主力の「ダイエットプーアール茶」「メタボメ茶」「ルイボスティー」等の健康

茶を中心に展開するとともに、機能性表示食品の開発やＭ＆Ａによる医薬品の通信販売事業の譲受等により、

付加価値の高い商品の品揃え拡充や販売ノウハウの向上に取り組むとともに、新規顧客開拓については、フロ

ントエンド商品として好調な静岡県産茶ノ実油配合のオールインワンシャンプー「ｈｕｇｍ（ハグム）」によ

る開拓に注力するなど、広告費運用の見直しを図り、収益力の改善に取り組んでまいりました。ＥＣモールに

おいては、グループ間での販売ノウハウの共有によるイベント時の販売力強化や広告運用の効率化を進めたほ

か、消費税増税やコロナ禍における購買行動の変化に対応した商品提案及び販売促進の実施により、好調に推

移いたしました。

  この結果、売上高は6,213百万円（前年同期比0.5％増）、広告宣伝費の運用見直しにより、セグメント利益

は、40百万円（前年同期比42.9％増）となりました。 

 

  （卸売事業） 

  卸売事業におきましては、実店舗小売店向けの衣類及び雑貨の販売においては、消費税増税に加え、コロナ

禍での外出自粛の影響や営業活動の制限により苦戦したものの、テレビショッピング中心の販売においては、

在宅率が上昇したことにより好調となり、主に「J's kami高麗」や「熟成発酵濃縮黒にんにくゼリー」等のヘ

ルスケア商品が伸長いたしました。費用面においては、業務効率化を図るとともに、株式会社ダイカイの出荷

場を掛川センターに移転し、グループ内に出荷機能を集約することで、物流コストの圧縮に努めてまいりまし

た。

 この結果、テレビショッピングでのサプリメント販売が大きく伸長し、売上高は4,000百万円（前年同期比

37.8％増）、セグメント利益は、303百万円（同88.9％増）となりました。

 

  （プロパティ事業)

  プロパティ事業におきましては、他社の出荷業務請負の売上拡大を進めるとともに、新規取得した掛川セン

ターの賃貸先の開拓を進め、自社不動産の有効活用及び収益化を図ってまいりました。

 この結果、売上高は363百万円（前年同期比81.4％増）、出荷業務に係る人件費の増加及び各センターの修繕

費を計上したことにより、セグメント利益は144百万円（同1.9％減）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況 

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

  当連結会計年度末の資産合計は、7,756百万円（前連結会計年度末比1,527百万円増）となりました。

 流動資産の増加（同400百万円増）は、主に商品及び製品が104百万円減少したものの、現金及び預金が352百万

円、受取手形及び売掛金が189百万円増加したことによるものであります。

 固定資産の増加（同1,127百万円増）は、主に土地が960百万円、建物及び構築物（純額）が291百万円増加した

ことによるものであります。

 

（負債）

  当連結会計年度末の負債合計は、2,826百万円（前連結会計年度末比1,193百万円増）となりました。

 流動負債の増加（同326百万円増）は、主に買掛金が116百万円、未払金が98百万円、未払法人税等が87百万円増

加したことによるものであります。

 固定負債の増加（同867百万円増）は、主に長期借入金が739百万円増加したことによるものであります。

 

（純資産）

  当連結会計年度末の純資産合計は、4,930百万円（前連結会計年度末比334百万円増）となり、この結果、自己資

本比率は63.6％となりました。

 純資産の増加は、主に利益剰余金が335百万円増加したことによるものであります。

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

  当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末に比べ

343百万円増加し、1,925百万円となりました。

  当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  営業活動の結果得られた資金は、847百万円（前年同期比147.9％増）となりました。

  これは、主に売上債権の増加額189百万円があったものの、税金等調整前当期純利益561百万円、たな卸資産の減

少額144百万円、仕入債務の増加額116百万円、未払金の増加額113百万円があったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動の結果使用した資金は、1,137百万円（前年同期比397.8％増）となりました。

  これは、主に有形固定資産の取得による支出1,274百万円があったことによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動の結果得られた資金は、638百万円（前年同期は354百万円の使用）となりました。

  これは、主に長期借入金の返済による支出276百万円があったものの、長期借入による収入1,000百万円があった

ことによるものであります。
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（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

     2019年７月期  2020年７月期

  自己資本比率   (％) 73.8 63.6

  時価ベースの自己資本比率   (％) 59.8 53.8

  キャッシュ・フロー対有利子負債比率   (年) 1.4 1.4

  インタレスト・カバレッジ・レシオ   (倍) 206.3 251.2

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注）１．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

      ２．株式時価総額は期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式を除く。）により計算しております。

      ３．キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

      ４．有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象とし

ております。

 

（４）今後の見通し

  今後のわが国経済は、緊急事態宣言の解除により国内景気に若干の復調の動きはみられるものの、新型コロナウ

イルス感染症は完全に収束しておらず、内外経済に与える影響や金融資本市場の変動リスクにより、先行き不透明

な状況が続くと予測されます。小売・卸売業界におきましては、営業活動の制限や消費マインドの更なる落ち込

み、不動産業界におきましては、営業不振による賃貸先の倉庫需要の減少等の影響が懸念されます。

  このような環境のもと、当社グループは、安定的かつ継続的な成長と企業価値の向上を目指し、「進化するウェ

ルネス＆ライフサポート企業」を将来のビジョンとし、2021年７月期から2023年７月期までの３ヶ年について「将

来の成長に向けた挑戦」をスローガンとした中期経営計画を策定いたしました。新型コロナウイルス感染症の影響

により大きく変化した消費者のライフスタイルに対応するため、販売ツールや広告媒体のデジタルシフトを進める

とともに、既存事業のインフラ及びノウハウを活用した新規事業の拡大に注力してまいります。また、グループ内

の共通機能の集約やコストコントロールの徹底、シナジーが見込まれるＭ＆Ａの推進等、経営資源の最適化及び積

極的な投資により、安定的かつ強固な経営・財務基盤の構築に取り組んでまいります。

 これらの状況を勘案したうえで、翌連結会計年度の連結業績見通しにつきましては、売上高9,906百万円（前年

同期比6.3％減）、営業利益530百万円（同6.8％増）、経常利益530百万円（同0.8％増）、親会社株主に帰属する

当期純利益368百万円（同12.4％減）を見込んでおります。なお、今後の感染拡大や収束の状況により業績は大き

く変動する可能性があります。業績予想の修正の必要性が生じた場合は、速やかに開示いたします。 

 

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

  当社グループは、株主への利益還元を経営の重要な課題と位置づけており、企業体質の強化及び今後の事業拡大

のための内部留保の充実を勘案しつつ、配当性向30％を目途に、毎期安定した配当を継続していくことを基本方針

としております。

  当期の配当につきましては、株主の皆様への利益還元の機会を充実させるため、中間配当金としては、１株当た

り10円を実施いたしました。期末配当金につきましては、上記の基本方針に基づき、当期業績を踏まえて、2020年

８月27日に公表した「業績予想の修正および配当予想の修正（増配）に関するお知らせ」に記載のとおり、当初計

画の１株当たり10円から10円増配の、１株につき20円の配当とさせていただく予定であります。これにより通期で

は30円の配当となります。

  なお、内部留保金につきましては、今後の業界の競争激化に対抗しうる高付加価値な商品の開発や、新規事業に

係る設備投資、Ｍ＆Ａも含めた成長など、将来の企業価値を高めるための投資資金として、適切に活用してまいり

ます。

  また、次期の配当につきましては、次期の連結業績見通し及び上記基本方針を勘案し、１株当たり中間配当金15

円、期末配当金15円の年間配当金30円を予定しております。

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

  当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しており

ます。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2019年７月31日) 
当連結会計年度 
(2020年７月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,613,086 1,965,862 

受取手形及び売掛金 862,409 1,051,888 

有価証券 19,144 26,175 

商品及び製品 659,790 554,811 

仕掛品 55,405 57,593 

原材料及び貯蔵品 114,402 79,763 

その他 81,734 70,965 

貸倒引当金 △13,329 △14,063 

流動資産合計 3,392,643 3,792,996 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 861,376 1,195,832 

減価償却累計額 △360,678 △403,562 

建物及び構築物（純額） 500,697 792,270 

土地 1,469,435 2,429,552 

その他 196,729 195,732 

減価償却累計額 △161,373 △158,138 

その他（純額） 35,355 37,593 

有形固定資産合計 2,005,489 3,259,416 

無形固定資産    

のれん 121,157 101,725 

その他 59,548 53,283 

無形固定資産合計 180,705 155,009 

投資その他の資産    

投資有価証券 197,289 171,546 

繰延税金資産 29,277 78,670 

保険積立金 370,648 259,819 

その他 56,975 44,055 

貸倒引当金 △4,008 △4,914 

投資その他の資産合計 650,183 549,177 

固定資産合計 2,836,378 3,963,602 

資産合計 6,229,022 7,756,599 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2019年７月31日) 
当連結会計年度 
(2020年７月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 316,852 433,275 

1年内返済予定の長期借入金 196,016 179,663 

未払金 354,788 452,828 

未払法人税等 59,485 147,318 

賞与引当金 55,935 58,280 

役員賞与引当金 5,210 4,500 

その他 109,312 148,172 

流動負債合計 1,097,599 1,424,037 

固定負債    

長期借入金 272,000 1,011,507 

繰延税金負債 1,304 － 

退職給付に係る負債 67,768 71,243 

資産除去債務 － 72,141 

その他 194,167 247,447 

固定負債合計 535,240 1,402,340 

負債合計 1,632,840 2,826,377 

純資産の部    

株主資本    

資本金 356,625 356,625 

資本剰余金 326,625 326,625 

利益剰余金 3,898,933 4,234,819 

自己株式 △103 △103 

株主資本合計 4,582,079 4,917,965 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 10,928 11,280 

為替換算調整勘定 3,172 975 

その他の包括利益累計額合計 14,101 12,256 

純資産合計 4,596,181 4,930,221 

負債純資産合計 6,229,022 7,756,599 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 2018年８月１日 
 至 2019年７月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年８月１日 

 至 2020年７月31日) 

売上高 9,286,417 10,577,869 

売上原価 4,084,249 5,217,935 

売上総利益 5,202,167 5,359,933 

販売費及び一般管理費    

広告宣伝費 1,888,828 1,792,379 

荷造運搬費 788,508 838,919 

貸倒引当金繰入額 9,734 11,825 

役員報酬 151,470 157,680 

給料及び手当 726,130 743,448 

賞与引当金繰入額 51,419 54,730 

役員賞与引当金繰入額 5,210 4,500 

退職給付費用 27,445 28,108 

その他 1,212,785 1,232,031 

販売費及び一般管理費合計 4,861,532 4,863,622 

営業利益 340,634 496,310 

営業外収益    

受取利息 1,790 2,323 

受取配当金 633 634 

デリバティブ評価益 8,526 3,315 

保険解約返戻金 3,078 2,405 

保険配当金 276 6,544 

償却債権取立益 212 1,894 

補助金収入 － 12,643 

その他 10,048 7,978 

営業外収益合計 24,565 37,738 

営業外費用    

支払利息 1,681 3,239 

為替差損 6,275 3,064 

行政処分対応費 305 － 

その他 1,082 1,882 

営業外費用合計 9,344 8,186 

経常利益 355,855 525,863 

特別利益    

固定資産売却益 1,022 － 

保険解約返戻金 21,972 47,199 

受取保険金 3,000 － 

特別利益合計 25,995 47,199 

特別損失    

固定資産除却損 4,561 4,366 

減損損失 － 7,580 

特別損失合計 4,561 11,947 

税金等調整前当期純利益 377,288 561,114 

法人税、住民税及び事業税 96,394 188,086 

法人税等調整額 38,797 △47,855 

法人税等合計 135,192 140,230 

当期純利益 242,096 420,884 

親会社株主に帰属する当期純利益 242,096 420,884 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 2018年８月１日 
 至 2019年７月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年８月１日 

 至 2020年７月31日) 

当期純利益 242,096 420,884 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △4,337 351 

為替換算調整勘定 3,125 △2,197 

その他の包括利益合計 △1,211 △1,845 

包括利益 240,884 419,038 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 240,884 419,038 

非支配株主に係る包括利益 － － 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自  2018年８月１日  至  2019年７月31日）

        （単位：千円） 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 356,625 326,625 3,771,584 △102 4,454,732 

当期変動額          

剰余金の配当     △114,747   △114,747 

自己株式の取得       △1 △1 

親会社株主に帰属する当期
純利益     242,096   242,096 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）          

当期変動額合計 － － 127,349 △1 127,347 

当期末残高 356,625 326,625 3,898,933 △103 4,582,079 

 

         

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 

  その他有価証券評価差額金 為替換算調整勘定 その他の包括利益累計額合計 

当期首残高 15,266 47 15,313 4,470,045 

当期変動額        

剰余金の配当       △114,747 

自己株式の取得       △1 

親会社株主に帰属する当期
純利益       242,096 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） △4,337 3,125 △1,211 △1,211 

当期変動額合計 △4,337 3,125 △1,211 126,136 

当期末残高 10,928 3,172 14,101 4,596,181 
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当連結会計年度（自  2019年８月１日  至  2020年７月31日）

        （単位：千円） 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 356,625 326,625 3,898,933 △103 4,582,079 

当期変動額          

剰余金の配当     △84,998   △84,998 

自己株式の取得         － 

親会社株主に帰属する当期
純利益     420,884   420,884 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）          

当期変動額合計 － － 335,886 － 335,886 

当期末残高 356,625 326,625 4,234,819 △103 4,917,965 

 

         

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 

  その他有価証券評価差額金 為替換算調整勘定 その他の包括利益累計額合計 

当期首残高 10,928 3,172 14,101 4,596,181 

当期変動額        

剰余金の配当       △84,998 

自己株式の取得       － 

親会社株主に帰属する当期
純利益       420,884 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

351 △2,197 △1,845 △1,845 

当期変動額合計 351 △2,197 △1,845 334,040 

当期末残高 11,280 975 12,256 4,930,221 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 2018年８月１日 
 至 2019年７月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年８月１日 

 至 2020年７月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 377,288 561,114 

減価償却費 68,324 88,257 

減損損失 － 7,580 

のれん償却額 20,192 28,560 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,270 1,639 

賞与引当金の増減額（△は減少） 12,245 2,345 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △10,195 △710 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,182 3,475 

受取利息 △1,790 △2,323 

受取配当金 △633 △634 

為替差損益（△は益） △718 2,624 

保険配当金 △278 △6,544 

補助金収入 － △12,643 

支払利息 1,681 3,239 

投資有価証券評価損益（△は益） △732 △856 

デリバティブ評価損益（△は益） △8,526 △3,315 

固定資産売却損益（△は益） △1,022 － 

受取保険金 △3,000 － 

固定資産除却損 4,561 4,366 

売上債権の増減額（△は増加） △53,038 △189,441 

たな卸資産の増減額（△は増加） △88,897 144,469 

仕入債務の増減額（△は減少） 81,537 116,413 

未払金の増減額（△は減少） 43,190 113,227 

その他 △44,342 78,269 

小計 391,759 939,115 

利息及び配当金の受取額 2,741 2,958 

利息の支払額 △1,656 △3,373 

保険金の受取額 3,000 － 

補助金の受取額 － 10,875 

法人税等の支払額 △54,104 △102,273 

営業活動によるキャッシュ・フロー 341,739 847,302 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 2018年８月１日 
 至 2019年７月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年８月１日 

 至 2020年７月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △41,600 △121,800 

定期預金の払戻による収入 21,600 111,600 

有価証券の償還による収入 28,000 － 

有形固定資産の取得による支出 △82,157 △1,274,653 

有形固定資産の売却による収入 1,606 － 

有形固定資産の除却による支出 △3,567 △4,296 

無形固定資産の取得による支出 △20,854 △14,010 

投資有価証券の償還による収入 20,000 20,000 

事業譲受による支出 － △21,600 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
△229,959 － 

保険積立金の積立による支出 △15,732 △7,537 

保険積立金の解約による収入 94,011 174,494 

その他 208 609 

投資活動によるキャッシュ・フロー △228,445 △1,137,194 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の返済による支出 △30,000 － 

長期借入れによる収入 － 1,000,000 

長期借入金の返済による支出 △210,169 △276,846 

配当金の支払額 △114,747 △84,998 

自己株式の取得による支出 △1 － 

その他 60 60 

財務活動によるキャッシュ・フロー △354,857 638,215 

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,699 △4,938 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △236,864 343,385 

現金及び現金同等物の期首残高 1,818,916 1,582,051 

現金及び現金同等物の期末残高 1,582,051 1,925,437 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（表示方法の変更）

（連結損益計算書）

前連結会計年度において、「営業外収益」の「その他」に含めていた「保険配当金」は、金額的重要性が増し

たため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計

年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外収益」の「その他」に表示していた10,324千

円は、「保険配当金」276千円、「その他」10,048千円として組み替えております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。

当社グループでは、独立した経営単位である当社及び連結子会社が、当社グループの経営方針のもと、

それぞれの事業における包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

当社グループは、当社並びに個々の連結子会社が営む各事業を最小単位とした事業セグメントから構成

されており、また、経済的特徴及び商品・サービスの要素が概ね類似する複数の事業セグメントを集約

し、「小売事業」、「卸売事業」及び「プロパティ事業」の３つを報告セグメントとしております。 

「小売事業」では、主に健康茶、健康食品、化粧品、ベビー用品、キッズ家具を一般消費者に通信販売

しております。 

「卸売事業」では、主に食品、生活雑貨を通信販売会社や小売店等に販売しております。

「プロパティ事業」では、主に自社不動産を活用し、不動産賃貸及び出荷業務の受託を行っておりま

す。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

  報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成を作成するために採用される会

計方針に準拠した方法であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部売上高及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自  2018年８月１日  至  2019年７月31日） 

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

調整額 
（注）１ 

連結財務諸 
表計上額 
（注）２   小売事業 卸売事業 プロパティ事業 

売上高            

外部顧客への売上高 6,182,190 2,903,673 200,553 9,286,417 － 9,286,417 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
172 1,295 2,297 3,766 △3,766 － 

計 6,182,363 2,904,969 202,851 9,290,183 △3,766 9,286,417 

セグメント利益 28,035 160,450 147,374 335,860 4,774 340,634 

セグメント資産 3,382,842 1,239,630 888,125 5,510,598 718,424 6,229,022 

その他の項目            

減価償却費 47,628 4,555 16,140 68,324 － 68,324 

のれんの償却額 20,192 － － 20,192 － 20,192 

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額 
65,477 4,632 63,228 133,338 △2,583 130,755 

のれんの未償却残高 121,157 － － 121,157 － 121,157 

（注）１．セグメント利益の調整額4,774千円は、セグメント間取引消去等であります。セグメント資産の調整額718,424

千円は、主に各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社資産は、報告セグメントに帰属しな

い余資運用資金(定期預金、有価証券)、長期投資資金(投資有価証券、保険積立金)に係る資産等であります。

   ２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度（自  2019年８月１日  至  2020年７月31日） 

 

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

調整額 
（注）１ 

連結財務諸 
表計上額 
（注）２   小売事業 卸売事業 プロパティ事業 

売上高            

外部顧客への売上高 6,213,150 4,000,917 363,801 10,577,869 － 10,577,869 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
5,498 372 6,326 12,196 △12,196 － 

計 6,218,649 4,001,289 370,127 10,590,066 △12,196 10,577,869 

セグメント利益 40,068 303,142 144,562 487,772 8,537 496,310 

セグメント資産 3,476,024 1,232,412 2,411,377 7,119,814 636,785 7,756,599 

その他の項目            

減価償却費 43,739 5,483 39,034 88,257 － 88,257 

のれんの償却額 28,560 － － 28,560 － 28,560 

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額 
59,746 14,465 1,298,405 1,372,617 － 1,372,617 

のれんの未償却残高 101,725 － － 101,725 － 101,725 

（注）１．セグメント利益の調整額8,537千円は、セグメント間取引消去等であります。セグメント資産の調整額636,785

千円は、主に各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社資産は、報告セグメントに帰属しな

い余資運用資金(定期預金、有価証券)、長期投資資金(投資有価証券、保険積立金)に係る資産等であります。 

   ２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自  2018年８月１日
至  2019年７月31日）

当連結会計年度
（自  2019年８月１日
至  2020年７月31日）

１株当たり純資産額 1,081円47銭 1,160円07銭

１株当たり当期純利益金額 56円96銭 99円03銭

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自  2018年８月１日
至  2019年７月31日）

当連結会計年度
（自  2019年８月１日
至  2020年７月31日）

１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益金額（千円） 242,096 420,884

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益金額（千円）
242,096 420,884

期中平均株式数（千株） 4,249 4,249
 
 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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４．その他

（１）役員の異動

① 代表取締役の異動 

 代表取締役の異動につきましては、2020年４月10日に公表した「代表取締役の異動（追加選任）に関するお知

らせ」をご覧下さい。 

 

② その他の役員の異動 

 ・新任取締役候補 

取締役 児島 正雄 

取締役（監査等委員） 岡村 朗 

社外取締役（監査等委員）苗村 博子（弁護士法人苗村法律事務所 代表社員（現任）） 

 

 ・退任予定の取締役 

取締役 草間 崇 

取締役 三好 宏明 

取締役（監査等委員）鈴木 良房 

社外取締役（監査等委員）小松原 康久 

 

③ ②における就任および退任予定日 

  2020年10月26日 
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